
病院名

よみがな

郵便番号 〒 232-8555

住所 神奈川県

よみがな

電話（代表）

FAX（代表）

e-mail（代表）

HPアドレス

診療科 開設診療科数 29

診療科名（具体的に記載）

外来診療受付時間 曜日 時間 8 時 30 分 ～ 15 時 00 分

曜日 時間 時 分 ～ 時 分

曜日 時間 時 分 ～ 時 分

曜日 時間 時 分 ～ 時 分

曜日 時間 時 分 ～ 時 分

曜日 時間 時 分 ～ 時 分

休診日

初診時の予約 （すべての診療科で必要／一部の診療科で必要／不要）

初診時の紹介状の要否 （すべての診療科で必要／一部の診療科で必要／不要）

病床数　 総病床数 430 床

小児がん拠点病院　現況報告書

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

ちほうどくりつぎょうせいほうじんかながわけんりつびょういんきこうかながわけんりつこどもいりょうせんたー

横浜市南区六ツ川2-138-4

令和６年９月１日時点について記載

よこはましみなみくむつかわ2-138-4

045-721-3324

月曜日～金曜日

045-711-2351

総合診療科、救急・集中治療科、血液・腫瘍科、内分泌代謝科、感染免疫科、腎臓内科、遺伝科、輸血科、アレルギー科、神経内
科、循環器内科、外科、整形外科、リハビリテーション科、形成外科、脳神経外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻
いんこう科、放射線科、歯科、麻酔科、病理診断科、児童思春期精神科、新生児科、内科（母性）、産婦人科

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/

fm1591.hr5@kanagawa-pho.jp

すべての診療科で必要

土曜日、日曜日、祝日、祭日

すべての診療科で必要
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診療実績　（令和５年１月１日～12月31日）

施設全体の入院患者延べ数 (18歳以下)　※１ 7,745 人

施設全体の入院患者実数 (18歳以下)　※１ 4,599 人

小児がん入院患者延べ数　※２ 1,377 人

小児がん入院患者実数　※２ 227 人

小児がん入院患者在院延べ日数　※３ 13,404 日

外来小児がん患者数　※４ 3,300 人

緩和ケアチームが新規で診療を実施した小児がん患者数　※５ 39 人

セカンドオピニオンの対応を行った小児がん患者数　※６ 12 人

他施設から紹介され受け入れた小児がん患者数　※７ 77 人

小児がん患者の紹介を受けた医療機関数　※８ 51 機関

小児がん患者の他施設への紹介患者数　※９ 190 人

小児がん患者を紹介した医療機関数　※８ 71 機関

※1

※ 2

※ 3

※4

※5

※6

※7

※8

診断時18歳以下を対象とし、総数（実数）を計上する。終末期の患者だけではなく、緩和ケアチームが検討した結果、診察・薬剤・リハビリなど
診療行為の対象となった患者を含むが、カンファレンスのみを行い、実際の診療行為が行われていない患者は含まない。

重複のない実数を計上する。

当該医療機関で入院加療を行う入院時18歳以下の患者のうち、小児がん患者（「診断時18歳以下のがん患者」と定義する）の在院延べ日数
を計上する。
前年から入院している症例は、１月１日を起算日とする。翌年まで入院している場合は12月31日を退院日としてカウントする。
当該期間内のがんの診療目的での入院を数える。（他疾患の治療目的(例：骨折にて入院)での入院は除外、フォローアップ検査等は含む）
（入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合も１日と計上する。）
（入院時点で診断がなされていない場合は、がんの診断日を入院初日とする。）

当該医療機関で入院加療を行う入院時18歳以下の患者の延べ数と実数をそれぞれ計上する。令和５年１月１日以降に入院した患者を数え
る。
入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合も１人と計上する。
入院患者延べ数については、当該年に同一患者が２回入院した場合は２人とする。（入院日数によらず、１回の入院あたり１人を計上する。）

診断時18歳以下を対象とし、延べ数を計上する。なお、当該年に2回セカンドオピニオンを行った患者は、２人と計上する。

診断時18歳以下を対象とし、延べ数を計上する。なお、フォローアップ目的の紹介を含む。

当該医療機関で入院加療を行う入院時18歳以下の患者のうち、小児がん患者（「診断時18歳以下のがん患者」と定義する）の延べ数と実数
をそれぞれ計上する。令和５年１月１日以降にがんの診療を目的として入院した患者を数える。
骨折での入院のような他疾患の治療目的での入院は除外するが、フォローアップ検査等での入院は含む。
入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合も１人と計上する。
入院患者延べ数については、当該年に同一患者が２回入院した場合は２人とする。（入院日数によらず、１回の入院あたり１人を計上する。）

診断時18歳以下を対象とする。初診料もしくは再診料を算定した小児がん患者の延べ数を記入する。
同一患者が２つ以上の診療科を受診した場合は、それぞれの患者として計上する。
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※9

小児がんに関する専門外来の名称

職員数 総数（事務職員を含む） 1,264 人

人数 うち常勤（※）

医師 210 151

歯科医師 11 3

薬剤師 27 23

保健師 4 3

看護師 639 626

准看護師 0 0

理学療法士 9 9

作業療法士 7 5

視能訓練士 5 3

言語聴覚士 9 6

義肢装具士 0 0

診療放射線技師 16 15

臨床検査技師 43 25

衛生検査技師 0 0

臨床工学技士 8 7

管理栄養士 9 6

栄養士 0 0

社会福祉士 14 11

精神保健福祉士 2 2
公認心理師 12 10
介護福祉士 0 0

保育士 28 15

その他の職種 211 68

小児がん長期フォローアップ外来、造血細胞移植後フォローアップ外来

診断時18歳以下を対象とし、延べ数を計上する。なお、紹介時には18歳を超えていても構わないが、がんに関連しない疾患での紹介（齲歯に
対する歯科診療など）は含めない。転院目的での紹介は含むが、同時期に複数病院へ同一内容で紹介した場合は１人と計上する（同時期に
異なる内容で紹介または異なる時期に同一内容で紹介の場合は別で計上する）。

※常勤とは当該医療機関で定めている1週間の就業時間す
べてを勤務している者をいい、正規・非正規は問わないものと
する。ただし、当該医療機関で定めている就業時間が32時間
に満たない場合は、常勤とはみなさない。
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人数 うち常勤（※）

一般社団法人日本小児血液・がん学会　小児血液・がん専門医 7 6

一般社団法人日本小児血液・がん学会　小児がん認定外科医 4 4

一般社団法人日本小児外科学会　小児外科専門医 7 7

公益社団法人日本小児科学会　小児科専門医 74 63

一般社団法人日本小児神経学会　小児神経専門医 6 5

一般社団法人日本脳神経外科学会　脳神経外科専門 3 2

一般社団法人日本病理学会　病理専門医 5 1

公益社団法人日本臨床細胞学会　細胞診専門医 0 0

一般社団法人日本血液学会　血液専門医 8 7

一般社団法人日本造血・免疫細胞療法学会　造血細胞移植認定医 2 2

公益社団法人日本臨床腫瘍学会　がん薬物療法専門医 0 0

一般社団法人がん治療認定医機構　がん治療認定医 5 5

2 0

公益社団法人日本医学放射線学会 放射線診断専門医 6 4

特定非営利活動法人日本緩和医療学会　緩和医療専門医 0 0

特定非営利活動法人日本緩和医療学会　緩和医療認定医 1 1

一般社団法人日本内分泌学会　内分泌代謝科（小児科）専門医 5 3

特定非営利活動法人日本小児循環器学会　小児循環器専門医 6 6

一般社団法人日本小児麻酔学会　認定医 3 2

公益社団法人日本看護協会　がん看護専門看護師 1 1

公益社団法人日本看護協会　小児看護専門看護師 1 1

公益社団法人日本看護協会　地域看護専門看護師 0 0

公益社団法人日本看護協会　がん化学療法看護認定看護師　または　がん薬物療法認定看護師 0 0

公益社団法人日本看護協会　緩和ケア認定看護師　または　がん性疼痛看護認定看護師 3 3

公益社団法人日本看護協会　がん放射線療法看護認定看護師 0 0

公益社団法人日本看護協会　摂食・嚥下障害看護認定看護師 0 0

公益社団法人日本看護協会　皮膚・排泄ケア認定看護師 2 2

特定非営利活動法人日本小児がん看護学会　小児がん看護師 3 3

一般社団法人日本輸血・細胞治療学会　臨床輸血看護師 2 2

一般社団法人日本病院薬剤師会　がん薬物療法認定薬剤師 1 1

一般社団法人日本医療薬学会　がん専門薬剤師 0 0

公益社団法人日本臨床細胞学会　細胞検査士 3 2

一般財団法人　医学物理士認定機構　医学物理士 1 1
一般社団法人日本放射線治療専門放射線技師認定機構　放射線治療専門放射線技師 0 0
公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会　臨床心理士 8 6

※常勤とは当該医療機関で定めている1週間の就業時間す
べてを勤務している者をいい、正規・非正規は問わないものと
する。ただし、当該医療機関で定めている就業時間が32時間
に満たない場合は、常勤とはみなさない。

公益社団法人日本放射線腫瘍学会・公益社団法人日本医学放射線学会  共同　放射線治療専門医
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1 1

1 1

特定非営利活動法人子ども療養支援協会　子ども療養支援士 1 0
一般社団法人日本チャイルド・ライフ・スペシャリスト　認定チャイルド・ライフ・スペシャリスト 2 0

3 3

0 0

一般社団法人日本人類遺伝学会
      /一般社団法人日本遺伝カウンセリング学会　認定遺伝カウンセラー

一般社団法人　日本病態栄養学会/
      公益社団法人　日本栄養士会　がん病態栄養専門管理栄養士

ホスピタル・プレイ・スペシャリスト
　 （英国でカリキュラム受講・資格取得をした者、health play specialistを含む）

特定非営利活動法人日本ホスピタル・プレイ協会　ホスピタル・プレイ・スペシャリスト
（日本でカリキュラム受講・資格を取得した者）
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病院名：

「A」項目の充足状況・・・　110 ／ 110 100.0%

（１）診療機能

①　集学的治療の提供体制および標準的治療等の提供

ア A はい （はい／いいえ）

別紙1

イ A はい （はい／いいえ）

ⅰ 個別もしくは少数の診療科の医師を主体とした日常的なカンファレンス A はい （はい／いいえ）

ⅱ A はい （はい／いいえ）

ⅲ A はい （はい／いいえ）

ⅳ A はい （はい／いいえ）

- 12 回

ウ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

エ A はい （はい／いいえ）

オ A はい （はい／いいえ）
カ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

別紙２

キ A はい （はい／いいえ）

②　薬物療法の提供体制

A はい （はい／いいえ）

③　緩和ケアの提供体制

ア A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

別紙３
イ B はい （はい／いいえ）

別紙４

ウ A はい （はい／いいえ）

- 49 回

エ A はい （はい／いいえ）

-

オ A はい （はい／いいえ）

カ A はい （はい／いいえ）

別紙５

④　地域連携の推進体制

ア A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

イ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

⑤　セカンドオピニオンの提示体制

ア A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

イ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）
ウ B はい （はい／いいえ）

別紙６

小児がん患者の病態に応じたより適切ながん医療を提供できるよう、以下のカンファレンスをそれぞれ必要に応じて定期的に開催している。ま
た、検討した内容については、診療録に記録の上、関係者間で共有している。

院内の他診療科や、小児がん連携病院、がん診療連携拠点病院等、地域の医療機関と協力し、小児がん患者に対して、移行期医療や成人
後の晩期合併症対応等も含めた長期フォローアップ体制を構築している。

急変時等の緊急時に小児がん患者が入院できる体制を確保している。

地域のがん・生殖医療ネットワークに加入し、「小児・ＡＹＡ世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業」へ参画している。

保険適用外の免疫療法等について、治験、先進医療、臨床研究法（平成29年法律第16号）で定める特定臨床研究または再生医療等の安全
性の確保等に関する法律（平成25年法律第85号）に基づき提供される再生医療等の枠組み以外の形では、実施・推奨していない。

薬物療法のレジメンを審査し、組織的に管理する委員会を設置している。

外来において専門的な小児の緩和ケアを提供できる体制を整備している。

緩和ケアチーム並びに必要に応じて主治医および看護師等が参加する症状緩和に関するカンファレンスを定期的に開催している。

院内の見やすい場所に緩和ケアチームによる診察が受けられる旨の掲示をするなど、小児がん患者およびその家族等に対し必要な情報提
供を行っている。

生殖機能の温存の支援を行った患者数やその体制について別紙2に記載すること。

緩和ケアチームの組織・体制について別紙3に記載すること。

緩和ケア外来について別紙4に記載すること。

小児の緩和ケアに関する要請および相談に関する受付窓口を設けるなど、小児がん連携病院や地域の医療機関および在宅療養支援診療所
等との連携協力体制を整備している。

小児がんの病理診断又は画像診断に関する依頼や手術療法、放射線療法又は薬物療法に関する相談など、小児がん連携病院や地域の医
療機関等の医師と相互に診断及び治療に関する連携協力体制を整備している。

対象となりうる患者および家族には必ずがん治療開始前に適切な情報提供を行い、患者等の希望も踏まえた妊孕性（注５）温存療法及びがん
治療後の生殖補助医療に関する情報提供・意思決定支援を行う体制を整備している。

自施設において、がん・生殖医療に関する意思決定支援を行うことができる診療従事者の配置・育成に努めている。

また、小児がん患者の状態に応じ、小児がん連携病院や地域の医療機関等へ小児がん患者の紹介を行っている。

なお、がんゲノム医療中核拠点病院等と連携して、がん遺伝子パネル検査等に試料を提出するための体制も整備している。

その際、心理的な障壁を取り除くことができるよう留意している。

また、小児がん連携病院がセカンドオピニオンを提示する体制を構築できるよう適切な指導を行っている。

医師からの診断結果や病状の説明時及び治療方針の決定時等において、すべての小児がん患者とその家族に対して、他施設でセカンドオピ
ニオンを受けられることについて説明している。

小児がん診療に携わる全ての診療従事者により、全ての小児がん患者に対し適切な緩和ケアが提供される体制を整備している。

小児がんについて、手術療法、放射線療法および薬物療法を効果的に組み合わせた集学的治療および緩和ケアを提供する体制を有するとと
もに、各学会の診療ガイドラインに準ずる標準的治療（以下「標準的治療」という。）等小児がん患者の状態に応じた適切な治療を提供してい
る。

がんの治療に際する妊孕性温存治療を自施設で実施できる。

小児がんについて、手術療法、放射線療法又は薬物療法に携わる専門的な知識及び技能を有する医師によるセカンドオピニオンを提示する
体制を有している。

セカンドオピニオンを提示する場合に、必要に応じてオンラインでの相談を受け付けることができる体制を確保している。

上記を支援するために、組織上明確に位置付けられた緩和ケアチームを整備している。

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

１　診療体制 A
A'
B
-

：必須
：原則

：望ましい
：参考

はい：記載内容を
満たしている
いいえ：記載内容
を満たしていない

専門とするがんについて別紙1に記載すること。

ⅳのカンファレンスの開催回数（令和５年１月１日～12月31日）

長期フォローアップ外来（小児がん経験者の健康管理、晩期合併症の予防、疾病の早期発見・早期治療のための外来）を開設している。

ＡＹＡ世代にあるがん患者について、がん診療連携拠点病院等への紹介も含めた適切な医療を提供できる体制を構築している。

自ら病歴を確保・保存することや疾病理解、健康管理などに関した患者教育、患者啓発に努めている。

個別もしくは少数の診療科の医師に加え、看護師、薬剤師、必要に応じて公認心理師や緩和ケアチームを代表する者等を加えた、症例
への対応方針を検討するカンファレンス

手術、放射線診断、放射線治療、薬物療法、病理診断及び緩和ケア等に携わる専門的な知識及び技能を有する医師とその他の専門を
異にする医師等による、骨転移・原発不明がん・希少がんなどに関して臓器横断的に小児がん患者の診断及び治療方針等を意見交
換・共有・検討・確認等するためのカンファレンス

臨床倫理的、社会的な問題を解決するための、具体的な事例に則した、患者支援の充実や多職種間の連携強化を目的とした院内全体
の多職種によるカンファレンス

緩和ケアチームによるカンファレンスを開催した回数（令和５年１月１日～12月31日）

小児がん連携病院や地域の医療機関から紹介された小児がん患者の受け入れを行っている。

自施設で対応できない場合には地域のがん診療連携拠点病院等との連携体制を整備している。
(30,31がともに”はい”の場合には、”いいえ”を選択してください。)

情報提供の手段について簡潔に記載すること（例：医療機関のwebサイトに掲載）

セカンドオピニオンの提示体制、問い合わせ窓口について別紙6に記載すること。

緩和ケア病棟について別紙5に記載すること。

医療機関のWEBサイト、院内各所での
リーフレット配布・ポスター掲示、緩和ケア
ホスピス週間(2週間)の活動内容に関する
パネル展示

小児がん連携病院やかかりつけ医等の協力・連携を得て、主治医および看護師が緩和ケアチームと共に、退院後の居宅における緩和ケアに
関する療養上必要な説明および指導を行っている。
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（２）診療従事者

①　専門的な知識および技能を有する医師の配置

ア - 12 人
A 11 人　１人以上
A' 10 人　１人以上
B 9 人
B 8 人

イ 小児の手術に携わる、小児がん手術に関して専門的な知識及び技能を有する医師の人数。 - 5 人
上記イの医師のうち専任の人数 A 2 人　１人以上

上記イの医師のうち専任かつ常勤の人数 A' 2 人　１人以上
上記イの医師のうち専従の人数 B 1 人

上記イの医師のうち専従かつ常勤の人数 B 1 人
ウ A 2 人　１人以上

- 0 人
エ 緩和ケアチームの、身体症状の緩和に携わる専門的な知識および技能を有する医師の人数。 A 3 人　１人以上

B 3 人
- 1 人

エ’ 緩和ケアチームの、精神症状の緩和に携わる専門的な知識および技能を有する医師の人数。 A 1 人　１人以上
B 1 人
－ 1 人

院内の小児がん診療に携わる医師のうち、PEACE（成人の緩和ケア研修会）修了者数 - 14 人
院内の小児がん診療に携わる医師のうち、CLIC（小児の緩和ケア研修会）修了者数 - 3 人

オ - 8 人
A 3 人　１人以上
A' 1 人　１人以上

カ A 10 人　１人以上

②　専門的な知識及び技能を有する医師以外の診療従事者の配置

ア 小児がんに係る放射線療法に携わる診療放射線技師の人数。 A 4 人　１人以上
- 4 人

小児がんに係る放射線療法における機器の精度管理、照射計画の検証、照射計画補助作業等に携わる技術者等の人数。 A 4 人　１人以上
- 4 人

イ - 1 人
A 1 人　１人以上

ウ 小児がんに係る緩和ケアチームの、緩和ケアに携わる専門的な知識および技能を有する看護師の人数。 - 3 人
A 3 人　１人以上
B 4 人
B 4 人

エ B 3 人
オ A 4 人　１人以上

B 3 人
カ

A 11 人　１人以上
医療心理に携わる者の内訳を記載してください。（公認心理師と臨床心理士の両方の資格を有する者は両方に計上してください。）

小児科領域に関する専門的な知識及び技能を有する医療心理に携わる者のうち、公認心理師の人数 - 11 人
小児科領域に関する専門的な知識及び技能を有する医療心理に携わる者のうち、臨床心理士の人数 - 10 人

小児科領域に関する専門的な知識及び技能を有する保育士の人数 A 4 人　１人以上
小児科領域に関する専門的な知識及び技能を有する社会福祉士もしくは精神保健福祉士の人数 A 6 人　１人以上

- 6 人
- 4 人

医療環境にある子どもや家族への療養支援に関する専門的な知識及び技能を有する者の人数 A 4 人　１人以上
小児がんの患者及び家族の療育を支援する、チャイルド・ライフ・スペシャリストの人数 - 2 人

小児がんの患者及び家族の療育を支援する、ホスピタル・プレイ・スペシャリストの人数（日本、英国での資格取得者合計） - 3 人
小児がんの患者及び家族の療育を支援する、子ども療養支援士の人数 - 0 人

キ A 17 人　１人以上

（３）その他の環境整備等

① A はい （はい／いいえ）

② A はい （はい／いいえ）

- 0 床
- 10 床

③ B はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

（４）診療実績

① A はい （はい／いいえ）

② A はい （はい／いいえ）

③ A はい （はい／いいえ）

別紙1
別紙7

緩和ケアチームに協力する薬剤師の人数

小児がんの薬物療法に携わる専門的な知識および技能を有する医師の人数。

集中治療室を設置している場合、一般向けの特定集中治療室（ICU）の数

用語の定義：
専任：当該診療の実施担当者で、その他の診療を兼任していても差し支えないが、就業時間の少なくとも５割以上、当該診療に従事しているもの。
専従：就業時間の少なくとも８割以上、当該診療に専ら従事しているもの。
　※専任の人数には、専従も含めて記載すること。

上記アの医師のうち専任の人数

上記アの医師のうち専任かつ常勤の人数

上記アの医師のうち専従の人数

　　　うち小児がん看護に関する知識や技能を習得している者の人数

上記アの医師のうち専従かつ常勤の人数

小児看護やがん看護に関する専門的な知識および技能を有する小児がんに係る業務に携わる専門看護師または認定看護師の人数。

病理診断に携わる医師のうち専従の人数

病理診断に携わる医師のうち専従かつ常勤の人数

放射線療法に携わる診療放射線技師のうち常勤の人数

放射線療法における機器の精度管理、照射計画の検証、照射計画補助作業等に携わる技術者等のうち常勤の人数

薬物療法に携わる専門的な知識および技能を有する薬剤師のうち常勤の人数

上記エのうち常勤の医師の人数のうち、小児がん診療に携わる人数

上記エ’のうち常勤の医師の人数のうち、小児がん診療に携わる人数

病理診断に携わる医師の人数。

長期フォローアップに携わる部門に配置されている、厚生労働省委託事業小児・ＡＹＡ世代のがんの長期フォローアップ体制整備事業による
「小児・ＡＹＡ世代のがんの長期フォローアップに関する研修会」を受講済みの医師の人数。

小児がんの放射線療法に携わる専門的な知識および技能を有する医師の人数。

小児がんに係る薬物療法に携わる専門的な知識および技能を有する薬剤師の人数。

小児がんに係る細胞診断に関する業務に携わる者の人数。

上記ウの医師のうち常勤の人数

緩和ケアチームに協力する公認心理師の人数

上記エのうち常勤の人数

患者とその家族が利用可能なインターネット環境を整備している。

患者とその家族が病室でインターネット使用可能である。

診療実績等について別紙1および別紙7に記載すること。

上記エ’のうち常勤の人数

緩和ケアチームの、緩和ケアに携わる専門的な知識および技能を有する看護師の常勤の人数

小児科領域に関する専門的な知識及び技能を有する公認心理師等の医療心理に携わる者の人数

長期フォローアップに携わる部門に配置されている、厚生労働省委託事業小児・ＡＹＡ世代のがんの長期フォローアップ体制整備事業による
「小児・ＡＹＡ世代のがんの長期フォローアップに関する研修会」を受講済みの看護師等診療従事者の人数。

小児がんに係る療養支援等を行う者の人数について

小児がんについて年間（令和５年１月１日～12月31日）新規症例数が30例以上である（18歳以下の初回治療例を対象とする）。

うち精神保健福祉士の人数

うち社会福祉士の人数

放射線療法に関する機器を設置すること。ただし、当該機器は、リニアックなど、体外照射を行うための機器であること。

小児患者に対応できる集中治療室を設置している。

集中治療室を設置している場合、小児専門の特定集中治療室（PICU）の数

固形腫瘍について年間（令和５年１月１日～12月31日）新規症例数が少なくとも10例程度以上である（18歳以下の初回治療例を対象とする）。

造血器腫瘍について年間（令和５年１月１日～12月31日）新規症例数が少なくとも10例程度以上である（18歳以下の初回治療例を対象とする）。

上記は無料で使用可能である。
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A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

自施設のがん診療に携わる全ての診療従事者が受講している。 B いいえ （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

別紙8

（1）がん相談支援センター

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

-

別紙９
別紙10

① A はい （はい／いいえ）

- 10 人

A はい （はい／いいえ）
小児がんに関する相談支援に携わる、看護師等の診療従事者の人数 - 1 人

小児がんに関する相談支援に携わる、社会福祉士の資格を有する者の人数 - 6 人
小児がんに関する相談支援に携わる、精神保健福祉士の資格を有する者の人数 - 4 人

② A はい （はい／いいえ）

③ A はい （はい／いいえ）

B はい （はい／いいえ）
④ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

B はい （はい／いいえ）

別紙11
- 3 回

⑤ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

ア A はい （はい／いいえ）

- 35 件
- 33 件

イ A はい （はい／いいえ）

- 15 件
- 13 件

ウ A はい （はい／いいえ）

- 17 件
- 14 件

エ A はい （はい／いいえ）

- 142 件
- 139 件
- 34 件
- 34 件
- 80 件
- 80 件
- 17 件
- 15 件
- 2 件

- 2 件

オ A はい （はい／いいえ）

- 7 件
- 6 件

カ A はい （はい／いいえ）

- 28 件
- 26 件

キ A はい （はい／いいえ）

- 0 件
- 0 件

ク A はい （はい／いいえ）

- 21 件

エのうち、就労に関する相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

エのうち、発育に関する相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

エのうち、教育に関する相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

エのうち、がん診療連携拠点病院等のがん相談支援センター等と連携し対応した相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

アピアランスケアに関する相談に対応し支援を行っている。

クの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

がんゲノム医療に関する相談に対応し支援を行っている。

キの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

長期フォローアップに関する相談に対応し支援を行っている。

カの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

オの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

アの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

小児がんの病態、標準的治療法等小児がん診療等に関する一般的な情報の提供をしている。

領域別の小児がん診療機能、診療実績および医療従事者の専門とする分野・経歴など、小児がん連携病院等および医療従事者に関する情
報の収集、提供をしている。

セカンドオピニオンの提示が可能な医師の紹介をしている。

小児・AYA世代のがん患者の発育及び療養上の相談に対応し支援をしている。

がん・生殖医療に関する相談に対応し支援を行っている。

イの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

ウの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

論文発表、学会発表等を病院業績集等で報告している。

エの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

小児がんの関連するイベントやセミナーの
広報や小児がんセンターたよりを地域医
療機関に発行

３　相談支援及び情報の収集提供

２　人材育成等

（４）小児がん連携病院や地域の医療機関等の多職種の診療従事者も参加する小児がんの診療、相談支援、がん登録及び臨床試験等に関する研修会
等を毎年定期的に開催し、人材育成等に努めている。

小児がんに関する研修等の回数および研修プログラムの状況について別紙8に記載すること。

がん相談支援センターの問い合わせ窓口について別紙10に記載すること。

院内及び地域の診療従事者の協力を得て、院内外の小児がん患者・ＡＹＡ世代にある患者及びその家族並びに地域の住民及び医療機関等からの
相談等に対応する体制を整備している。

相談支援に関し十分な経験を有する小児がん患者団体等との連携協力体制の構築に積極的に取り組んでいる。

相談支援センターにおいて、以下の業務を行っている。（相談件数については、1回の相談で複数の内容について相談された場合は、それぞれの項目
に計上して良い。）

小児がん患者およびその家族が語り合うための場の一覧を別紙11に記載すること。

相談支援に携わる者は、対応の質の向上のために、「小児がん拠点病院相談員継続研修」等により定期的な知識の更新に努めている。

小児がん患者及びその家族が心の悩みや体験等を語り合うための患者サロン等の場を設けている。

その際には、十分な経験を持つ患者団体等と連携して実施するよう努めている。

がん相談支援センターについて、診療の経過の中で患者が必要とするときに確実に利用できるよう繰り返し案内を行っている。

がん治療の終了後も長期的に利用可能な旨も併せて説明している。

上記アのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記イのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記ウのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記エのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記発育に関する相談件数のうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

（１）自施設において、１に掲げる診療体制その他要件に関連する取組のために必要な人材の確保や育成に積極的に取り組んでいる。

特に、診療の質を高めるために必要な学会が認定する資格等の取得についても積極的に支援している。

上記教育に関する相談件数のうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記就労に関する相談件数のうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記の「がん診療連携拠点病院等のがん相談支援センター等と連携し対応した相談件数」のうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数
（令和５年１月１日～12月31日）

上記オのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記カのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記キのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

（２）拠点病院の長は、当該拠点病院においてがん医療に携わる専門的な知識及び技能を有する医師等の専門性及び活動実績等を定期的に評価し、当
該医師等がその専門性を十分に発揮できる体制を整備している。
（３）自施設の診療従事者等を中心に、小児がん対策の目的や意義、患者やその家族が利用できる制度や関係機関との連携体制、自施設で提供してい
る診療・患者支援の体制について学ぶ機会を年１回以上確保している。

患者のみならず、患者のきょうだいを含めその家族に対する支援も行っている。

広報の手段について簡潔に記載すること（例：医療機関のwebサイトに掲載）

がん相談支援センターの体制について別紙9に記載すること。

オンライン環境でも開催できる体制を整備している。

国立研究開発法人国立がん研究センター（以下「国立がん研究センター」という。）による「がん相談支援センター相談員基礎研修」（１）（２）を受講
後、国立成育医療研究センターが実施する「小児がん相談員専門研修」を修了した専任の相談支援に携わる者を１人以上配置している。

患者やその家族に対し、必要に応じて院内の診療従事者が対応できるように、①に規定する者と医療従事者が協働できる体制を整備している。

小児がん患者およびその家族を対象とした小児がんの医療・支援に関する勉強会等を開催した回数（令和５年１月１日～12月31日）

小児がん患者及びＡＹＡ世代にあるがん患者に対しては、小児・ＡＹＡ世代のがんに関する一般的な情報提供、療育・発達への支援等に加えて、ライフ
ステージに応じた長期的な視点から、他の医療機関や行政機関、教育機関等と連携し、就学・就労・生殖医療等への相談対応や患者活動への支援等
の幅広い相談支援が必要となることに十分に留意している。

院内の見やすい場所にがん相談支援センターによる相談支援を受けられる旨の掲示をするなど、がん相談支援センターについて積極的に広報してい
る。

①から⑤に掲げる相談支援を行う機能を有する部門（以下「がん相談支援センター」という。なお、病院固有の名称との併記を認めた上で、「がん相談
支援センター」と表記すること。）を設置している。

学会・教育・研修活動のための予算が計上されている。

国立がん研究センターによる「がん相談支援センター相談員基礎研修」（１）（２）を受講後、国立成育医療研究センターが実施する「小児
がん相談員専門研修」を修了した者の人数
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- 20 件
ケ A はい （はい／いいえ）

- 38 件
- 37 件

コ A はい （はい／いいえ）

- 8 件
- 8 件

サ A はい （はい／いいえ）

- 12 件
- 12 件

シ A はい （はい／いいえ）

- 401 件
- 396 件

① A はい （はい／いいえ）

② A 1 人　１人以上

- 1 人
A はい （はい／いいえ）

③ A はい （はい／いいえ）

④ A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

-

A はい （はい／いいえ）

- 16 人
- 6 人

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- 11 部屋
- いいえ （はい／いいえ）

別紙12
A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

B はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- いいえ （はい／いいえ）

他の拠点病院や小児がん連携病院とも連携し、オールジャパン体制で臨床研究を推進している。 A はい （はい／いいえ）
(1) A はい （はい／いいえ）
(2) A はい （はい／いいえ）

広報の手段について、簡潔に記載すること（例：医療機関のwebサイトに掲載） -

(3) A はい （はい／いいえ）

広報の手段について、簡潔に記載すること（例：医療機関のwebサイトに掲載） -

(4) B はい （はい／いいえ）

- 年　月 （西暦XXXX年XX月）

(5) B はい （はい／いいえ）
臨床研究コーディネーターを配置している場合、その人数（設置していない場合は０と記入） - 6 人

(6) A はい （はい／いいえ）

臨床研究の問い合わせ窓口について別紙13に記載すること。 別紙13
小児がんに関する、臨床研究の実施総件数（令和５年１月１日～12月31日） - 37 件
小児がんに関する、臨床試験以外の臨床研究実施総件数（令和５年１月１日～12月31日） - 42 件
小児がんに関する、治験の実施総件数（令和５年１月１日～12月31日） - 7 件

院内がん登録の指針に基づき国立がん研究センターが提供する研修で認定を受けており、かつ中級認定者相当の技能を有する院内がん登録の
実務を担う者の人数。

患者のきょうだいを含む家族に対する支援を行っている。

ケの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

大規模災害や感染症の流行などにより自院の診療状況に変化が生じた場合には、速やかに情報公開をするよう努めている。

義務教育段階だけではなく、高等学校段階においても必要な教育支援を行っている。

自施設で参加可能な治験について、その対象であるがんの種類および薬剤名等を広報している。

臨床研究を支援する専門の部署を設置している。

臨床研究コーディネーター（CRC）を配置している。

設置していない場合は設置の予定時期

うち専従者の人数

配置された者は国立がん研究センターが示すがん登録に係るマニュアルに習熟している。

教育課程によらず、切れ目のない教育支援のためにＩＣＴ（情報通信技術）等を活用した学習活動を含めた学習環境の整備を進めている。

小児がん患者の精神的なケアに関して、対応方法や関係機関との連携について明確にしている。

進行中の治験を除く臨床研究の概要および過去の治験を除く臨床研究の成果を広報している。

毎年、最新の登録情報や、予後を含めた情報を国立がん研究センターに提供している。

治験を除く臨床研究を行うに当たっては、臨床研究法（平成29年法律第16号）に則った体制を整備している。

５　臨床研究等に関すること

この体制の質の向上についても積極的に取り組んでいる。

(8)

小児がん及びＡＹＡ世代で発症するがんについて、自施設及び自らが指定した小児がん連携病院の診療実績、診療機能及び医療従事者の専門とす
る分野・経歴などを、わかりやすく情報提供している。

院内がん登録を活用することにより、都道府県の実施するがん対策等に必要な情報を提供している。

医療機関のWebサイトに掲載

医療機関のWebサイトに掲載

自施設のWebサイトに掲載情報提供の手段について簡潔に記載すること（例：医療機関のwebサイトに掲載）

（3）診療実績、診療機能等の情報提供

医療関係者と患者会等が共同で運営するサポートグループ活動や患者サロンの定期開催等の患者活動に対する支援をしている。

(9)

４　患者の発育及び教育等に関して必要な環境整備

(1)

(2)

(6)

(7)

(3)

(4)

(5)

患者のきょうだいに対する保育の体制整備を行っている。

家族等の希望により、24時間面会または患者の付き添いができる体制を構築している。

家族等が利用できる長期滞在施設またはこれに準じる施設が整備されている。

子どもの発達段階に応じた遊戯室等を設置している。

退院時の復園および復学支援が行われている。

病弱等の特別支援学校または小中学校の病弱・身体虚弱等の特別支援学級による教育支援（特別支援学校による訪問教育を含む。）が行われて
いる。

保育士を配置している。

小児がん患者の保育に携わる保育士の人数

小児がん患者の保育に携わる保育士のうち常勤の人数

特別支援学校（養護学校）の分校・分教室がある。

特別支援学校（養護学校）による訪問教育を行っている。

病院内に特別支援学級が設置されている。

AYA世代（思春期および若年成人）のための場所を確保している。

部屋数

長期滞在施設が自施設内に設置されている。

長期滞在施設またはこれに準じる施設について別紙12に記載すること。

関係職種に情報共有を行う体制を構築している。

自施設に精神科、心療内科等がない場合は、地域の医療機関と連携体制を確保している。
（自施設に精神科・心療内科等があり、自施設で小児がん患者の精神的なケアができる場合には”いいえ”を選択してください。）

自施設に精神科、心療内科等があり、自施設で対応できる体制を整備している。

小児がん中央機関等と連携して、治験に関して患者に対する情報提供に努め、国内の連携体制を構築している。

がん登録等の推進に関する法律（平成25年法律第111号）第44条第１項の規定に基づき定められた、院内がん登録の実施に係る指針（平成27年
厚生労働省告示第470号）に即して院内がん登録を実施している。

必要に応じて、小児がん連携病院や地域の医療機関等に対して相談支援に関する支援を行っている。

その他相談支援に関することを行っている。

コの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

（2）院内がん登録

上記ケのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記コのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記クのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記サのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

上記シのうち、患者が相談時に20歳未満の相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

サの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）

シの相談件数（令和５年１月１日～12月31日）
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A はい （はい／いいえ）

別紙14

A はい （はい／いいえ）

-

A はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- 1 （１／２／３）
A はい （はい／いいえ）

A はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

- はい （はい／いいえ）

① - はい （はい／いいえ／-）

② - はい （はい／いいえ／-）

③ 提供した医療について、事後評価を行っている。 - はい （はい／いいえ／-）

- はい （はい／いいえ）

別紙15

別紙16

小児がん医療について、外部機関による技術能力についての施設認定（以下「第三者認定」という。）を受けた医療施設である。

必須要件のうち、令和６年９月１日時点で充足していないものについて、別紙16に記載すること。

未充足の要件

医療法（昭和23年法律第205号）に基づく医療安全にかかる適切な体制を確保している。

(3)

(4)

(5)

小児がんに係る骨髄・さい帯血等の移植医療について、第三者認定を受けた医療施設である。

一般社団法人日本小児血液・がん学会が認定する「日本小児血液・がん専門医研修施設」である。

一般社団法人日本小児外科学会が認定する「認定施設」である。

一般社団法人日本造血・免疫細胞療法学会の非血縁者間造血幹細胞移植を施行する診療科の認定カテゴリーについてご回答ください。

医療機関のWebサイトに掲載

(1)

(2)

(1)

６　医療の質の継続的な評価改善の取組及び安全管理

その他　医療安全体制

(2)

地域への広報の手段について簡潔に記載すること（例：医療機関のwebサイトに掲載）

(5) 医療安全のための患者窓口を設置し、患者からの苦情や相談に応じられる体制を確保している。

事前検討を行い、承認された医療を提供する際には、患者・家族に対し適切な説明を行い、書面での同意を得た上で提供している。

当該施設で未承認新規医薬品の使用や承認薬の適応外使用や高難度新規医療技術を用いた医療の提供を実施する場合は、以下の体制を
整備している。※上段で「いいえ」の場合、以下の３つの項目は、「-」を選択してください。

当該施設で未承認新規医薬品の使用や承認薬の適応外使用や高難度新規医療技術を用いた医療の提供を実施している。

組織上明確に位置づけられた医療に係る安全管理を行う部門（以下「医療安全管理部門」という。）を設置し、病院一体として医療安全対策を講じて
いる。また、当該部門の長として常勤の医師を配置している。

医療に係る安全管理を行う者（以下「医療安全管理者」という。） として（１）に規定する医師に加え、専任で常勤の薬剤師及び専従で常勤の看護師
を配置している。

医療安全管理者は、医療安全対策に係る研修を受講している。

当該医療の適応の安全性や妥当性、倫理性について検討するための組織（倫理審査委員会、薬事委員会等。なお当該組織は既設の
組織であっても構わない。）において、病院として事前に検討を行っている。

(3)

(4)

医療安全体制について別紙15に記載すること。

自施設及び小児がん連携病院の診療機能や診療実績、地域連携に関する実績や活動状況の他、がん患者の療養生活の質について把握・評価
し、課題認識を関係者で共有した上で、適切な改善策を講じている。

把握・評価の方法、改善策等について別紙14に記載すること。

これらの実施状況につき、地域ブロック協議会において、情報共有と相互評価を行うとともに、地域に対してわかりやすく広報を行っている。

日本医療機能評価機構の審査等の第三者による評価を受けている。
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入力済

小児がんについての対応状況を記載してください。
※

適切な治療を提供する体制が整備されているがんのことをさします。

※ 診療を実施していないがんについて、表の記載は不要です。

小児脳腫瘍 病院名：

○  （○：専門とするがん/×：診療を実施していないがん） 時期・期間：

見出し アドレス

1 脳神経外科 4 1 ○ × × × × × ×

小児の脳・眼窩・脊髄腫瘍に対して、血
液・腫瘍科、放射線科、内分泌代謝科
等と連携し、こども専門病院の特殊性を
生かした集学的治療を行っています。

脳神経外科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/neurosurgery.html

掲載あり 掲載なし 掲載なし

2 血液・腫瘍科 11 11 × ○ × × × × ×

外科系各科、病理診断科、放射線科と
密接に連携し、小児固形がんに対する
チーム医療を行っています。関係各科
による合同会議であるTumorBoardを開
催し、患者さんごとの治療方針を話し
合っています。これらにより、外科的治
療、放射線治療、内科的治療を切れ目
なく行うことができます。

血液・腫瘍科

http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/tissueengineering.ht
ml

掲載あり 掲載なし 掲載なし

3 放射線科 9 2 × × ○ × × × ×
症例に応じて適切な照射線量、照射範
囲の検討を行っています。近隣の粒子
線治療施設と連携を行っています。

放射線科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/radiology.html

掲載あり 掲載あり 掲載なし

治療実績のある疾患名
※（令和５年１月１日～12月31日）

髄芽腫、上衣腫、毛様細胞性星細胞腫、胚細胞腫、橋膠腫、非定型奇形腫様/ラブドイド腫瘍、視神経膠腫

各種小児がんの情報

※アドレスは、手入力せずにホームページから
コピーしてください

当該疾患の診療を担当している
診療科名と医師数

医師
数

その他の治療法があれば記載
※下記のその他の治療法欄と
合わせてください

他の
治療(2)

他の
治療(3)

各診療科における当該疾患の治
療の特色・患者さんへのメッセージ
など手術

陽子線
治療

他の
治療(1)

その他の治療法
※上記の実施状況・実績欄と合わせて記載してください

治療名 治療内容

他の治療(1)

他の治療(2)

他の治療(3)

特記なし

令和６年９月１日現在（実績は令和５年１月１日～12月31日）

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

記載の有無：入力済／未入力あり

各医療機関において「専門とするがん」とは、集学的治療および緩和ケアを提供する体制が整備されているとともに、各学会の診療ガイドラインに準ずる標準的治療等のがん患者の状態に応じた

当該疾患の治療に関する内容が掲載されているページ

掲載されている内容放射線療法

体外
照射

定位
放射線
療法

IMRT
小線源
治療

化学
療法

治療
内容

治療
実績

当該疾
患を専
門として
いる医
師数

医師の専門
分野

主な診療科名
（３診療科まで）
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小児の眼・眼窩腫瘍

○  （○：専門とするがん/×：診療を実施していないがん）

見出し アドレス

1 眼科 3 3 ○ ○ ○ × × × × × ×
網膜芽細胞腫については、網膜局所に
対するレーザー治療や定期的な診察・
検査（MRIなど)を行っています。

眼科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/department/ophthal
mology.html

掲載あり 掲載あり 掲載なし

2 血液・腫瘍科 11 11 × × × ○ × × × × ×

外科系各科、病理診断科、放射線科と
密接に連携し、小児固形がんに対する
チーム医療を行っています。関係各科
による合同会議であるTumorBoardを開
催し、患者さんごとの治療方針を話し
合っています。これらにより、外科的治
療、放射線治療、内科的治療を切れ目
なく行うことができます。

血液・腫瘍科

http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/tissueengineering.ht
ml

掲載あり 掲載なし 掲載なし

3 脳神経外科 4 1 ○ × × × × × × × ×

小児の眼・眼窩腫瘍に対して、血液・腫
瘍科、放射線科、内分泌代謝科等と連
携し、こども専門病院の特殊性を生かし
た集学的治療を行っています。

脳神経外科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/neurosurgery.html

掲載あり 掲載なし 掲載なし

陽子線
治療

医師の専門
分野

※アドレスは、手入力せずにホームページから
コピーしてください

掲載されている内容放射線療法

体外
照射

IMRT

当該疾
患を専
門として
いる医
師数

主な診療科名
（３診療科まで）

医師
数

治療
実績

他の治療(3)

治療実績のある疾患名
※（令和５年１月１日～12月31日）

網膜芽細胞腫

当該疾患の治療に関する内容が掲載されているページ

治療
内容

各診療科における当該疾患の治
療の特色・患者さんへのメッセージ
など手術

冷凍
凝固術

光凝固
術

化学
療法

眼動注

その他の治療法があれば記載
※下記のその他の治療法欄と
合わせてください

他の
治療(1)

他の
治療(2)

他の
治療(3)

当該疾患の診療を担当している
診療科名と医師数

その他の治療法
※上記の実施状況・実績欄と合わせて記載してください

治療名 治療内容

他の治療(1)

他の治療(2)

特記なし

小線源
治療
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小児悪性骨軟部腫瘍

○  （○：専門とするがん/×：診療を実施していないがん）

見出し アドレス

1 整形外科 6 1 ○ ○ ○ ○ × × × × ×

一般病院では対応が難しい小児悪性骨
軟部腫瘍に対して、他科と連携し診断
治療を行なっています。併設された学校
に通いながら総合的に治療を行ってい
ます。

整形外科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/orthopedic.html

掲載あり 掲載あり 掲載なし

2 血液・腫瘍科 11 11 × × × × ○ × × × ×

外科系各科、病理診断科、放射線科と
密接に連携し、小児固形がんに対する
チーム医療を行っています。関係各科
による合同会議であるTumorBoardを開
催し、患者さんごとの治療方針を話し
合っています。これらにより、外科的治
療、放射線治療、内科的治療を切れ目
なく行うことができます。

血液・腫瘍科

http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/tissueengineering.ht
ml

掲載あり 掲載なし 掲載なし

3 放射線科 9 2 × × × × × ○ × × ×
ユーイング肉腫や横紋筋肉腫などに対
し放射線治療を行っています。

放射線科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/radiology.html

掲載あり 掲載あり 掲載なし

治療
実績

治療
内容

放射線療法 各診療科における当該疾患の治
療の特色・患者さんへのメッセージ
など

骨移植
術

その他の治療法があれば記載
※下記のその他の治療法欄と
合わせてください

陽子線
治療

重粒子
線治療

当該疾患の治療に関する内容が掲載されているページ

医師の専門
分野

※アドレスは、手入力せずにホームページから
コピーしてください

掲載されている内容

主な診療科名
（３診療科まで）

医師
数

他の
治療(3)

体外
照射

小線源
治療

切・離断
術

患肢
温存術

再建術
他の

治療(1)
他の

治療(2)

他の治療(1)

その他の治療法
※上記の実施状況・実績欄と合わせて記載してください

治療名 治療内容

当該疾
患を専
門として
いる医
師数

化学
療法

当該疾患の診療を担当している
診療科名と医師数

治療実績のある疾患名
※（令和５年１月１日～12月31日）

骨肉腫、横紋筋肉腫、ユーイング肉腫

他の治療(3)

他の治療(2)
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その他の小児固形腫瘍

○  （○：専門とするがん/×：診療を実施していないがん）

見出し アドレス

1 外科 8 2 ○ × × × × ○

「あきらめない小児がん手術」を目指し
ています。肝移植を含むあらゆる外科
治療が可能であり、難治・再発症例の
手術も積極的に行い、実績をあげてい
ます。他の施設で治療は無理と宣告さ
れた場合でも、遠慮なくご相談下さい。

腫瘍外科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/surgery.html

掲載あり 掲載あり 掲載あり

2 血液・腫瘍科 11 11 × ○ × × × ×

外科系各科、病理診断科、放射線科と
密接に連携し、小児固形がんに対する
チーム医療を行っています。関係各科
による合同会議であるTumorBoardを開
催し、患者さんごとの治療方針を話し
合っています。これらにより、外科的治
療、放射線治療、内科的治療を切れ目
なく行うことができます。

血液・腫瘍科

http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/tissueengineering.ht
ml

掲載あり 掲載なし 掲載なし

3 泌尿器科 4 2 ○ × × × × ×
腎腫瘍(Wilms腫瘍）、膀胱・膣・前立腺
腫瘍（横紋筋肉腫）、精巣腫瘍に対して
手術治療を担当しています。

泌尿器科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/department/urology.
html

掲載あり 掲載あり 掲載あり

他の治療(3)

治療実績のある疾患名
※（令和５年１月１日～12月31日）

神経芽腫、肝芽腫、ウィルムス腫瘍、腎明細胞腫、横紋筋肉腫、卵巣奇形腫、卵黄嚢腫瘍、胚細胞性腫瘍、奇形腫

主な診療科名
（３診療科まで）

当該疾患の治療に関する内容が掲載されているページ

その他の治療法があれば記載
※下記のその他の治療法欄と
合わせてください

他の
治療(1)

医師
数

その他の治療法
※上記の実施状況・実績欄と合わせて記載してください

治療名 治療内容

※アドレスは、手入力せずにホームページから
コピーしてください

他の
治療(2)

他の
治療(3)

当該疾
患を専
門として
いる医
師数

手術
化学
療法

体外
照射

陽子線
治療

医師の専門
分野

掲載されている内容

治療
実績

放射線療法

他の治療(1) 温熱化学療法 転移巣の制御されたDSRCT(線維形成性小円形細胞性腫瘍)に対して症例検討の上、実施しています。

他の治療(2)

小線源
治療

治療
内容

当該疾患の診療を担当している
診療科名と医師数

各診療科における当該疾患の治
療の特色・患者さんへのメッセージ
など

14/37 別紙1（各種小児がんの情報）



小児血液腫瘍

○  （○：専門とするがん/×：診療を実施していないがん）

見出し アドレス

1 血液・腫瘍科 11 11 ○ ○ ○ ○ × ×

通常の化学療法、造血細胞移植をはじ
め白血病の治療に必要な様々な診療に
対応しています。小児専門病院として、
他の先天性疾患を合併した小児に発症
した白血病に対する診療経験が豊富で
す。

血液・腫瘍科

http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/tissueengineering.ht
ml

掲載あり 掲載なし 掲載なし

2 放射線科 9 2 × × × × ○ ○
骨髄移植の前処置としてのTBI（全身照
射）や、髄外病変への放射線治療を
行っています。

放射線科
http://kcmc.kanagawa-
pho.jp/shounigancenter/se
ction/radiology.html

掲載あり 掲載あり 掲載なし

3

各診療科における当該疾患の治
療の特色・患者さんへのメッセージ
など主な診療科名

（３診療科まで）
医師
数

当該疾
患を専
門として
いる医
師数

当該疾患の治療に関する内容が掲載されているページ
当該疾患の診療を担当している

診療科名と医師数

治療
内容

治療
実績

医師の専門
分野

その他の治療法があれば記載
※下記のその他の治療法欄と
合わせてください

体外
照射

治療実績のある疾患名
※（令和５年１月１日～12月31日）

急性リンパ性白血病、急性骨髄性白血病、悪性リンパ腫、慢性骨髄性白血病、骨髄異形成症候群、ランゲルハンス細胞組織球症、血球貪食症候群、再生不良性貧血、骨髄異形成症候群、若年性骨髄単球性白血病

化学
療法 自家末

梢血幹
細胞移

植

※アドレスは、手入力せずにホームページから
コピーしてください

掲載されている内容

他の治療(3)

非血縁者
間同種造
血幹細胞

移植

他の治療(1)

治療名 治療内容

他の治療(2)

特記なし

その他の治療法
※上記の実績欄と合わせて記載してくだ
さい

血縁者
間同種
造血幹
細胞移

植

放射線療法移植

他の
治療(1)

他の
治療(2)

他の
治療(3)

全身
照射
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入力済

病院名：

時期・期間：

■令和５年１月１日～12月31日の期間に生殖機能の温存の支援を行った患者数について記載すること。

がんの治療に際する妊孕性温存目的で精子凍結を行った患者の数

　上記のうち、がんの治療に際する妊孕性温存目的で精巣内精子採取術（Onco-TESE）を行った患者の数

がんの治療に際する妊孕性温存目的で未受精卵子の凍結保存を行った患者の数

がんの治療に際する妊孕性温存目的で受精卵（胚）の凍結保存を行った患者の数

がんの治療に際する妊孕性温存目的で卵巣組織の凍結保存を行った患者の数

　上記のうち、温存療法施行時に【20歳未満】である患者数について内数を以下に記載すること。

がんの治療に際する妊孕性温存目的で精子凍結を行った患者の数

　上記のうち、がんの治療に際する妊孕性温存目的で精巣内精子採取術（Onco-TESE）を行った患者の数

がんの治療に際する妊孕性温存目的で未受精卵子の凍結保存を行った患者の数

がんの治療に際する妊孕性温存目的で受精卵（胚）の凍結保存を行った患者の数

がんの治療に際する妊孕性温存目的で卵巣組織の凍結保存を行った患者の数

■がん患者の妊孕性温存に関する連携協力体制について記載すること。

　①相談に対応している部署

　　がん相談支援センター はい （はい／いいえ）

　　化学療法室 いいえ （はい／いいえ）

　　各診療科外来 はい （はい／いいえ）

　　その他部署 （複数回答可）

　②他施設に紹介する場合の施設名 （複数回答可）

がん治療に際して以下にかかる治療
を自施設で行った患者数

0 4

0 0

0 0

生殖機能の温存の支援を行う体制

記載の有無：入力済／未入力あり

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

令和６年９月１日現在（実績は令和５年１月１日～12月31日）

横浜市立大学附属市民総合医療センター、聖マリアンナ医科大学病院

0 0

がん治療に際して以下にかかる治療を他施
設へ紹介して行った患者数

0 4

がん治療に際して以下にかかる治療
を自施設で行った患者数

がん治療に際して以下にかかる治療を他施
設へ紹介して行った患者数

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
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このシートに貼付することが難しい場合、ファイル名の頭に別紙2を付けた電子ファイル、別添資料を提出すること。

別添資料の提出有無 あり （あり／なし）

ファイル形式 パワーポイント （ワード／エクセル／パワーポイント／その他）

その他の場合ファイル形式を記載してください。

■生殖機能の温存の支援を行う体制について記載すること。（他施設との連携がある場合は、その連携についても記載すること）
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基本方針
➢ すべての新規診断患者・家族に対し、治療に伴う妊孕性低下の可能性（影響含め）を担当医が説明
➢ 特に性腺毒性の強い治療*が必要な患者・家族に対しては、妊孕性温存療法適応について説明
➢ 妊孕性温存療法の適応があり、かつ実施の希望がある場合はKanaOF-netを活用し生殖医療施設と
連携

➢ 妊孕性温存を行わない場合でも、性腺機能に関する長期フォローアップを継続

*ASCOガイドラインに基づく

別紙２別添 生殖機能温存の支援体制

小児がん相談支援室が妊孕性温存に
関する患者・家族の相談に対応（費用・

助成金の案内など）

がん診療施設
神奈川県立こども医療センターなど33施設

生殖医療施設
聖マリアンナ医科大学病院
横浜市立大学附属市民総合医療センター
メディカルパーク横浜

KanaOF-net
神奈川県がん・生殖医療ネットワーク

KanaOF-netメンバー
慶野、栁町、後藤（血液・腫瘍科）

＜女児＞
●「思春期後：卵子凍結保存
●思春期前・後：卵巣組織凍結保存

＜男児＞
●思春期前後：精子凍結保存

神奈川県立こども医療センター

matsui-as
テキストボックス
別紙２　別添



入力済

病院名：

時期・期間：

緩和ケアチームの総人数： 19

上記のうち、小児がん診療に携わる人数： 18

常勤／非常勤 専門分野

例 医師、看護師、薬剤師 常勤／非常勤 麻酔科、精神科、がん看護

1 医師 常勤
麻酔科、児童思春期精神科、血液・腫瘍科、総合診
療科、新生児科

2 看護師 常勤 緩和ケア、がん性疼痛

3 薬剤師 常勤 がん化学療法

4 臨床心理士 常勤

5 MSW 常勤

6 ファシリティドッグとハンドラー 常勤

7 管理栄養士 常勤

8

9

10

11

12

13

14

15

緩和ケアに関するものを3つまで記載してください。

CLIC、緩和ケア研修（成人）、日本緩和医療学会専
門・認定医

緩和ケア認定看護師、がん性疼痛看護認定看護師、
ELNEC-JPPC

がん薬物療法認定薬剤師

緩和ケアチームの組織・体制

令和６年９月１日現在

記載の有無：入力済／未入力あり

公認心理士,CLIC-T

社会福祉士・精神保健福祉士

緩和ケアチームの名称 緩和ケアサポートチーム

緩和ケアチームの名称、メンバー等を記載すること。個人情報を記載しないよう注意すること。なお、身体症状の緩和に携わる専門的な知識および技能を有す
る医師（常勤であることが望ましい）、精神症状の緩和に携わる専門的な知識および技能を有する医師（常勤であることが望ましい）、緩和ケアに携わる専門
的な知識および技能を有する常勤の看護師は指定要件に含まれることに留意して記載すること。

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

資格等職種
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

1 緩和ケア外来が設定されている （はい/いいえ） はい

2

3

4

見出し

アドレス

6 他施設でがんの診療を受けている、または、診療を受けていた患者さんを受け入れている （はい/いいえ） はい

はい

電話 代表

■地域の医療機関向けの問い合わせ窓口が設定されている （はい/いいえ） はい

電話 代表

7

■地域の患者さんやご家族向けの問い合わせ窓口が設定されている （はい/いいえ）

045-711-2351 5984

担当診療科名 緩和ケア普及室

緩和ケア外来の状況

記載の有無：入力済／未入力あり

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

緩和ケア外来の名称 緩和ケア外来

5 緩和ケア外来の説明が掲載されているページ

8 窓口の名称 緩和ケア普及室

5984045-711-2351 （内線） 5553 直通

直通5553（内線）

主な診療内容・特色 外来通院中の患者・家族への苦痛症状緩和、また苦痛を伴う検査・処置に対する鎮痛・鎮静

窓口の名称 緩和ケア普及室

http://kcmc.kanagawa-pho.jp/department/kanwacare-hukyu.html

緩和ケア普及室

19/37 別紙4（緩和外来）



入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

※緩和ケア病棟が設定されている場合に限り、「2」以降を記載してください。

1 病棟がありません

2

3

4

5 床

見出し

アドレス

7

8

2 1

緩和ケア病棟の状況

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

小児の入院可否

9

緩和ケア病棟を担当するスタッフの職
種・人数（人）

※常勤・非常勤、専従・専任・兼任など
に関わらず、緩和ケア病棟の診療に携
わっているスタッフについて記載してく
ださい。

（例）　　　医師 （例）　　精神保健福祉士

記載の有無：入力済／未入力あり

入院予約後の入院までの待機期間　※転棟、緊急入院を除く

緩和ケア病棟を有している

緩和ケア病棟入院料の届出・受理

緩和ケア病棟の形式

6

緩和ケア病棟の病床数

緩和ケア病棟の説明が掲載されているページの見出しとアドレス
※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください。

他施設でがんの診療を受けている、または、診療を受けていた患者さんを受け
入れている （はい/いいえ）
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■地域の患者さんやご家族向けの問い合わせ窓口が設定されている （はい/いいえ）

電話 代表

問い合わせ窓口について掲載しているホームページ 見出し

電話 代表

問い合わせ窓口について掲載しているホームページ 見出し

13 訪問看護ケアの有無

例：自施設で実施している、同一医療法人の施設で実施している、連携している訪問看護ケアステーションを紹介している、など

12 緩和ケア病棟の設備

例：家族用キッチン、家族室、談話室、ランドリー、デイルーム（食事や面会者との談話、ボランティアによるティーサービスがある）、特殊入浴室

11

■地域の医療機関向けの問い合わせ窓口が設定されている （はい/いいえ）

アドレス

窓口の名称

（内線）

直通

10
窓口の名称

直通

（内線）

アドレス
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在（実績は令和５年１月１日～12月31日）

■病院のホームページで「セカンドオピニオン」の説明が掲載されているページの内容
ホームページ 見出し アドレス

医師名 診療科 専門分野

掲載なし 掲載なし 掲載なし 掲載なし 掲載なし 掲載なし

疾患ごとに、セカンドオピニオンを担当する医師に関する情報を5名まで記載してください。

　※対応状況で「対応不可」を選択した場合は、「セカンドオピニオンを担当している医師」に関する表への記載は不要です。

小児脳腫瘍

○
対応状況

（対応可／対応不可）
対応可 0 件

手術 化学療法 放射線療法

1人目 脳神経外科 ○ ○ × ×

2人目 血液・腫瘍科 ○ × ○ ×

3人目

小児の眼・眼窩腫瘍

○
対応状況

（対応可／対応不可）
対応可 0 件

手術 化学療法 放射線療法

1人目 脳神経外科 ○ ○ × ×

2人目 血液・腫瘍科 ○ × ○ ×

3人目

その他※具体的に記載してください

昨年の実績
※令和５年１月１日～12月31日まで

その他※具体的に記載してください

当該疾患の専門分野（専門：○/専門外：×）セカンドオピニオンを
担当している医師

所属している診療科
当該疾患に対する専門性

（専門：○/専門外：×）

※別紙１を反映
○：専門とするがん
×：診療を実施していないがん

小児がんに対して、手術、放射線療法または化学療法に携わる専門的な知識
および技能を有する医師によるセカンドオピニオンを提示する体制

当該疾患に対する専門性
（専門：○/専門外：×）

記載の有無：入力済／未入力あり

昨年の実績
※令和５年１月１日～12月31日まで

セカンドオピニオンを
担当している医師

所属している診療科

※別紙１を反映
○：専門とするがん
×：診療を実施していないがん

問い合わせ先の
電話など

担当する医師の情報対応可能な
疾患名

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

当該疾患の専門分野（専門：○/専門外：×）

http://kcmc.kanagawa-pho.jp/outpatient/secondopinion.html

保険診療、または対応した患者数
（実績）

セカンドオピニオン外来・オンラインセカンドオピニオン外来

保険外診療である旨

掲載なし
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小児悪性骨軟部腫瘍

○
対応状況

（対応可／対応不可）
対応可 7 件

手術 化学療法 放射線療法

1人目 整形外科 ○ ○ × ×

2人目 血液・腫瘍科 ○ × ○ ×

3人目 外科 ○ ○ × ×

その他の小児固形腫瘍

○
対応状況

（対応可／対応不可）
対応可 5 件

手術 化学療法 放射線療法

1人目 血液・腫瘍科 ○ × ○ ×

2人目 外科 ○ ○ × ×

3人目

小児血液腫瘍

○
対応状況

（対応可／対応不可）
対応可 0 件

手術 化学療法 放射線療法

1人目 血液・腫瘍科 ○ × ○ ×

2人目

3人目

当該疾患の専門分野（専門：○/専門外：×）

昨年の実績
※令和５年１月１日～12月31日まで

その他※具体的に記載してください

昨年の実績
※令和５年１月１日～12月31日まで

当該疾患の専門分野（専門：○/専門外：×）

その他※具体的に記載してください

昨年の実績
※令和５年１月１日～12月31日まで

※別紙１を反映
○：専門とするがん
×：診療を実施していないがん

※別紙１を反映
○：専門とするがん
×：診療を実施していないがん

セカンドオピニオンを
担当している医師

所属している診療科
当該疾患に対する専門性

（専門：○/専門外：×）

セカンドオピニオンを
担当している医師

所属している診療科
当該疾患に対する専門性

（専門：○/専門外：×）

セカンドオピニオンを
担当している医師

所属している診療科
当該疾患に対する専門性

（専門：○/専門外：×）

※別紙１を反映
○：専門とするがん
×：診療を実施していないがん

その他※具体的に記載してください

当該疾患の専門分野（専門：○/専門外：×）
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入力済

病院名：

時期・期間：

■令和５年４月1日～令和６年３月31日の期間で開催した、小児がん連携病院や地域の医療機関等の多職種の診療従事者も参加する研修会等の回数について記載すること

研修会等の総回数（実数）（重複カウント不可　例：診療と臨床試験に関する講義を１つずつ行った研修→１回でカウント）

研修会等の総回数（重複カウント可　例：診療と臨床試験に関する講義を１つずつ行った研修→診療と臨床試験にそれぞれ１回ずつカウント

うち小児がんの診療に関する研修会等の回数

うち小児がんの相談支援に関する研修会等の回数

うち小児がんのがん登録に関する研修会等の回数

うち小児がんの臨床試験に関する研修会等の回数

うち小児がんに関するその他の研修会等の回数

■研修の内容について最大５つ、以下に記載すること

　※ただし、参加人数については、自施設・自施設以外の内訳が不明である場合には、総数の欄にのみ記載し、自施設・自施設以外の欄は0を記入すること。

実施形態 他地域ブロックからの参加の可否

小児がん
拠点病院

小児がん
連携病院

その他

1
神奈川県小児がん従事者研
修

253 41 163 33 490 ② ①

2 小児がんセミナー 68 0 0 0 68 ①

3
小児がん相談支援室セミ
ナー

10 10 15 39 74 ③ ①

4
関東甲信越ブロック小児が
ん相談支援研修

7 15 34 5 54 ③ ①

5

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

令和５年４月１日～令和６年３月31日

小児がんに関する研修の状況

記載の有無：入力済／未入力あり

研修の名称 研修の内容・特徴

自施設

自施設以外

①他の地域ブロックからの参加が可能
である。
②同一地域ブロック内の施設のみ参加
可能である。

17

12

9

0

1

0

①実地開催のみ
②実地＋オンライ
ンのハイブリッド
開催
③オンライン開催
のみ

（目的）小児がん拠点病院として、関東甲信越ブロック内での小児がん患者家族
に対する支援の質の向上を目指す
【第1部】
（講演１）　「小児がんにおける長期フォローアップ」
講師：神奈川県立こども医療センター
　　　　　　　　　　　　血液・腫瘍科　栁町　昌克　医師
　　　　済生会横浜市南部病院　小児科　田中　文子　医師
講演２「長期フォローアップにおける小児がん相談支援」
講師：小児がん拠点病院相談員
講演３「小児がん経験者のための健康管理応援ガイド」
講師：公益財団法人 がんの子どもを守る会
　　　　　　　　　　　　ソーシャルワーカー　片山　麻子

【第2部】　グループディスカッション
「長期フォローアップにおいてそれぞれの立場でできること」
2023/11/18

参加人数

総数

(目的）神奈川県内・県外の小児がんに従事する看護師及び多職種向けの、小
児がんに関する基礎知識を学ぶ
（全8回）5月～12月毎月1回開催
（内容）①脳腫瘍②CCSの活動について」「プリパレーションについて」③支持療
法④肝芽腫⑤小児がんの感染症対策⑥腎腫瘍⑦きょうだい支援⑧グリーフケア

（目的）院内の全職種を対象とし小児がんについての知識や支援の質の向上を
目指す（全2回）
（内容）
（１）「小児がんの病理診断　-手術室から報告書まで-」　　「がん登録について」
2023/5/29
（２）「開設7年小児がんセンターの仕事と課題」
「胚細胞腫瘍のふしぎ」2023/11/25

（目的）小児がんの高校生の教育支援体制について、その現状と課題について
共有し、それに対する実際にできる支援について考える
（内容）「長期治療が必要な高校生の教育保証を考える2023」
～好事例から考える、それぞれの支援者ができること～
①治療と高校生の学習支援
血液・腫瘍科医師　慶野　大
②神奈川県教育委員会における取組
神奈川県教育委員会　高校教育課　杉田　祐一
③「みんなと一緒に勉強したい」を叶えるために
～できない理由を探すより、できる方法を見つけよう！～
神奈川県立海老名高等学校　吉田　玉青　総括教諭
④入院時等学習サポート制度　三浦学苑モデル
三浦学苑高等学校　吉田　和市　学校長・中村　洋土　教務主任　2024/1/13
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

基礎研修
（1）

基礎研修
（2）

基礎研修
（3）※２

1 看護師 常勤 専従（8割以上） 27 受講 受講 未受講 受講 受講

2 ソーシャルワーカー 常勤 その他 18 受講 受講 未受講 受講 未受講

3 ソーシャルワーカー 常勤 その他 26 受講 受講 未受講 受講 未受講

4 ソーシャルワーカー 常勤 その他 21 受講 受講 未受講 受講 未受講

5 ソーシャルワーカー 常勤 その他 1 受講 受講 未受講 受講 未受講

6 ソーシャルワーカー 非常勤 その他 9 受講 受講 未受講 受講 未受講

7 ソーシャルワーカー 非常勤 その他 2 受講 受講 未受講 受講 未受講

8

9

10

11

12

13

14

15

※１　「その他」については、相談支援に関する業務に従事する時間が就業時間の５割未満である者について、選択してください。

※２　相談員基礎研修（３）については、小児がん拠点病院および小児がん連携病院の指定にあたり必須の要件ではありません。

がん相談支援センターの体制、相談件数と相談支援内容

相談員基礎研修の受講状況
小児がん相談員

専門研修

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

小児がん相談員
継続研修

記載の有無：入力済／未入力あり

専従/専任/その他※１
相談業務の

経験年数（年）
職種 常勤／非常勤

25/37 別紙9（がん相談支援センター）



●年間ののべ相談件数（令和５年１月１日～12月31日） 354 件

相談件数　※新規相談件数に限る　（令和５年１月１日～12月31日）

計

1 45

2 11

3 15

71

●上記年間ののべ相談件数のうち、患者が相談時に【20歳未満】である件数（令和５年１月１日～12月31日） 71 件

患者が相談時に【20歳未満】である相談件数　※新規相談件数に限る　（令和５年１月１日～12月31日）

計

1 45

2 11

3 15

71

相談支援の対象者

例 他施設の患者・家族

1
自施設と他施設

の患者・家族

2
自施設と他施設

の患者・家族

3
自施設と他施設

の患者・家族

4
自施設と他施設

の患者・家族

5
自施設と他施設

の患者・家族

子どもの成長発達に合わせた健康教育や治療後の晩期合併症など状態に合わせたフォローアップ体制づくりを行い、成人移行も見据えた長期フォローアップを行っています。

高校生以上の小児がん患者への支援体制として、発症後の高校の学習支援について、ご本人のご希望に添いながら、地元校や家族、医療者らと調整を行うとともに、地域の教育委員会とも連携しています。

お子様の診断や入院、治療に伴うご家族の気がかりについて、面談を通した心理的支援や、医療福祉をはじめとるする社会資源、また病気や治療に関することなどの情報提供を行っています。

病気や治療に伴ってお子様が影響を受けると予測される学校生活や成長発達、その他療養上の課題について他部門・多職種と連携して情報提供や相談対応、調整などを行っています。

子どもの病気や治療に伴って生じるきょうだいも含めたご家族内の課題やお悩みについて、語りの場の設置や相談しやすい環境づくりを行い、ご家族のお気持を表出できるように努めています。

小児がん連携病院や地域の医療機関の医療従事者

合計

小児がんに係る相談支援内容
※がん相談支援センターで最も力を注いでいる小児がんに係る相談支援の内容について下記に5つあげてください。国立がん研究センターのサイト「がん情報サービス」の相談支援センターの紹
介欄で掲載する予定です。なお、該当が無い場合は、「なし」とご回答ください。

がんの診療を行っている医療機関の紹介（70施設を対象に調査を行い、その資料をもとに医療機関の情報を提供しています。）

合計

小児がん連携病院や地域の医療機関の医療従事者

相談者

自施設の患者・家族

他施設の患者・家族

自施設の患者・家族

他施設の患者・家族

相談者

相談件数について以下留意の上でご回答ください。
「自施設の患者・家族」とは、貴院で診療を受けている患者・家族、および以前に貴院で診療を受けた患者・家族のことをさしています。
「他施設の患者・家族」とは、貴院以外の医療機関で診療を受けている患者・家族、および以前に貴院以外の医療機関で診療を受けていた患者・家族のことをさしています。
なお、自施設と他施設のいずれでも診療を受けている患者・家族については、「自施設の患者・家族」に含めてください。
本設問は相談支援センターでの相談件数及び小児がんに係る相談支援内容についてお伺いしております。
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

1 がん相談支援センターの名称

2

■対面相談の実施 （実施/未実施） 実施

予約の要否 （必要/不要） 不要

■電話相談の実施 （実施/未実施） 実施

予約の要否 （必要/不要） 不要

■FAX相談の実施 （実施/未実施） 未実施

■電子メール相談の実施
（実施/未実施）

実施

■Web会議ツールを活用した遠隔相談の実施（実施/未実施） 実施

shounigan.1591@kanagawa-pho.jp

5986

4

FAX番号

メールアドレス
※個人のメールアドレスは記載しないでください

電話番号

がん相談支援センターの問い合わせ窓口

045-711-2351

記載の有無：入力済／未入力あり

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

3136

小児がん相談支援室

3

（内線）045-711-2351問い合わせ先電話番号

3136（内線）
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

自施設と連携している、小児がんに関する患者団体の数 4

語り合うための場総実施回数（期間：令和５年１月１日～12月31日）： 13

１．患者の交流会・勉強会・相談支援・講演会等で連携している小児がん患者団体と、小児がん患者およびその家族が語り合うための場について主なものを５つまで記載してください。

上段：語り合う場の名称

下段：主な活動内容

○○○会
名
称

小児がん患者の親の交流
会を開催している。

電
話

名
称

電
話

肝芽腫の会交流会
名
称

肝芽腫の患者家族の交
流、情報提供の場

電
話

名
称

電
話

名
称

電
話

名
称

電
話

・月１回患者交流会を開催している。
・市民講演会に演者として参加してもらっている。

小児血液腫瘍の患者およびその
家族

団体の参加対象者

年２～３回、当施設で交流会の開催に外科医師
が相談役、または交流会には血液・腫瘍科医師
や放射線科医師が協力医として、また小児がん
相談員も参加し、情報共有や情報提供を行ってい
る。

会の広報誌を郵送していただき、患者家族へ情報
提供、または支援室セミナー等でイベントを案内し
ている。

患者家族、医療保健福祉
教育関係者、一般

患者家族

若年がん患者

具体的な連携内容

患者、家族に会の紹介や助成制度の紹介をした
り、必要時ケース連絡している。市民公開講座の
講師や小児がん広報イベントでの共催で一緒に
活動している。会発行のリーフレットを院内に配架
し情報提供をしている。

なし 定期

定期
/不定

期

活動状況

参加可小児がん

院外からの
参加可否

病名

あり 定期 肝芽腫

小児がん患者およびその家族が語り合うための場の設定状況

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

頻度
（回）

連携している団体の名称　

1
公益財団法人がんの子ど
もを守る会

参加可

病院
職員
の

関与

相談支援センター

XXX-XXX-XXXX直通

小児がん相談支援室

045-711-2351（代）

4 脳腫瘍の会 患者家族

患者家族

定例会には内分泌代謝科医師が参加し、情報共
有や情報提供を行っている。

患者家族向けの支援情報の提供、入院患者への
寄付、イベントの共同参加、SNSへのイベント発信
など

5
一般社団法人みんなのレ
モネードの会

記載の有無：入力済／未入力あり

患者・家族2 肝芽腫の会 年

3 Stand　UP

3

当該団体が主催する小児がん患者およびその家族が語り合うための場について連携している小児がん患者団体について

参加対象者向けの
院内の問い合わせ窓口
（窓口の名称・電話番号）

患者のみ
/家族のみ
/患者・家族

参加対象者

例 ○○○会 週 1 患者・家族
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２．患者および家族向けの図書室の設置状況を記載してください。

※院内のがん相談支援センターなどの図書室について記載してください。院内図書室以外は３ページ目に記載してください。

1 ※「設置あり」の場合に限り、以下を記載してください。

2

4 その他

一般向け
医療系図書

有無について あり

9

３．院内のがん相談支援センターなどの図書室以外の場所に図書等が設置されている場合を記載してください。

1 ※「設置あり」の場合に限り、以下を記載してください。

2

4 その他

一般向け
医療系図書

有無について あり

7

9 未実施ピアサポーターによる対応 （実施/未実施）

3

医療系の資料

利用可能な機器

問い合わせ先電話番号
※電話番号は半角英数で「-」を用いて記載
※内線は、設置されている場合のみ記載

6

図書室の名称

利用者の制限
※「その他」を選択する場合は、その他欄に詳細を記載すること。

入院中・通院中の方のみ

3

設置あり

あり あり

コピー機

雑誌
医療系の

ビデオ・DVD
医療系の

冊子5

6

問い合わせ先電話番号
※電話番号は半角英数で「-」を用いて記載
※内線は、設置されている場合のみ記載

代表 045-711-2351 （内線）

利用可能な機器
プリンター

医学専門書

7

あり

医学専門書

実施

あり

（内線）

なし あり

コピー機

設置なし

あり

直通１ 直通２

045-711-2351

インターネット接続可能なパソコン

設置あり

代表

一般向け
医療系雑誌

医学専門
雑誌

プリンター

設置あり

図書室の説明が掲載されているページの見出しとアドレス

※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

患者および家族向けの図書室の設置

アドレス

図　書
医療系の

冊子
医療系の

ビデオ・DVD5

図書室

http://kcmc.kanagawa-pho.jp/department/library.html

患者図書室（本館１階）

雑誌

設置あり

見出し

ピアサポーターによる対応 （実施/未実施）

図書室の説明が掲載されているページの見出しとアドレス

※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

見出し 図書室

アドレス http://kcmc.kanagawa-pho.jp/department/library.html

医療系の資料
図　書

利用者の制限
※「その他」を選択する場合は、その他欄に詳細を記載すること。

入院中の方のみ

図書等が設置されている場の名称

医学専門
雑誌

一般向け
医療系雑誌

あり あり あり

図書室（管理棟４階）

設置あり

インターネット接続可能なパソコン

設置あり 設置あり

院内図書室以外の場所に図書等の設置
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入力済

病院名：

時期・期間：

このシートに貼付することが難しい場合、ファイル名の頭に別紙12を付けた電子ファイル、別添資料を提出すること。

別添資料の提出有無 なし （あり／なし）

ファイル形式 （ワード／エクセル／パワーポイント／その他）

その他の場合ファイル形式を記載してください。

〇リラのいえ（こども医療センターから徒歩５分）
・運営：特定非営利活動法人スマイルオブキッズ
・人員配置：ボランティア90名、保育士8名
・設備：宿泊11室、食堂・多目的ホール、テラス、台所、洗濯室、事務管理室
・利用数：利用者3,237名、利用家族379家族（R5.1.1～12.31）
・利用料金：１人１泊1,000円、未就学児１人無料、２人目から１人500円
・乳児からのきょうだい児保育（保育士が対応）：１人１時間300円

〇よこはまファミリーハウス（こども医療センターから徒歩12分）
・運営：ボランティア(提供者）
・利用数：利用者12名、利用家族61家族（R5.1.1～12.31）
・設備：宿泊室３室、リビング、台所、洗濯室、浴室、トイレ
・利用料金：中学生以上１泊1,000円、就学児500円、未就学児・患児無料

病院からの距離、施設内の設備（調理スペース、ランドリー、プレイルーム等）、人の配置等について記載すること。必要に応じて写真を貼付することも可。１枚におさ
めること。

長期滞在施設またはこれに準じる施設

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

記載の有無：入力済／未入力あり

令和６年９月１日現在

新型コロナウイルス感染症への取組
リラのいえ よこはまファミリーハウス

新型コロナウイル
ス感染症の対策と
して取り組んでいる
事項。

スタッフは体調不良時の活動自粛、手
指消毒の徹底、共有部分の消毒の適宜
実施を継続している。利用者、スタッフ共
にマスクは任意の装着としている。

利用家族によってマスク着用の温度差があるの
で（感染には特に配慮が必要な病気の家族）、そ
の家族によってマスクを着用した。入室時、感染
予防の声掛けは必ず行った。

新型コロナウイル
ス感染症の前後で
利用者数や稼働率
に変化。

利用者数/稼働率は下記のように推移し
ている。
2020年度：2,044名/42.1％
2021年度：3,338名/55.6％
2022年度：4,475名/74.8％
2023年度：3,183名/50.7％
2024年度：2,055名/75.1％(＊4月～8月
まで)
2020年度前半は利用が極端に減少し、
徐々に回復した。その後増減を繰り返し
ているが、感染症拡大状況との連動は
見られない。今年度は利用が増加し、
キャンセル待ちが続きよこはまファミリー
ハウスを紹介する機会が多かった。

2020年利用家族数；3，利用人数；10/0.3％
2021年利用家族数；12，利用人数；58/2.9％
2022年利用家族数；27，利用人数；193/14.8％
2023年利用家族数；12，利用人数；61/5.3％
2024年利用家族数；26利用人数；189/24.1％
（＊1～9月）
「リラのいえ」との連携により、キャンセル待ちの利
用者の待機施設となっているので、稼働状況が
比例している。今年の7，8，9月は予想外に利用
者数が多かった。

リラのいえ よこはまファミリーハウス
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

【 臨床研究（治験を除く） 】の問い合わせ窓口

■臨床試験（治験を除く）に参加していない、地域の患者さんやご家族向けの問い合わせ窓口の有無について

見出し

アドレス

代表

直通

■臨床試験（治験を除く）に参加していない、地域の医療機関向けの問い合わせ窓口について

見出し

アドレス

代表

直通

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

臨床研究の問い合わせ窓口

1

窓口の名称

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/shounigancenter/support/consultation.html

小児がん相談支援室

3136

3136

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/shounigancenter/support/consultation.html

電話

2

窓口の名称

相談支援センターが窓口となっている

相談支援センターが窓口となっている

小児がん相談支援室

小児がんセンター

記載の有無：入力済／未入力あり

（内線）045-711-2351

045-711-2351 （内線）

上記の窓口の説明が掲載されているページ
　※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

上記の窓口の説明が掲載されているページ
　※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

電話

小児がんセンター
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【 臨床試験以外の小児がんに関連する臨床研究】の問い合わせ窓口

■臨床試験以外の小児がんに関する臨床研究に参加していない、地域の患者さんやご家族向けの問い合わせ窓口の有無について

見出し

アドレス

代表

直通

■臨床試験以外の小児がんに関する臨床研究に参加していない、地域の医療機関向けの問い合わせ窓口について

見出し

アドレス

代表

直通

【 治験 】の問い合わせ窓口

■治験に参加していない、地域の患者さんやご家族向けの問い合わせ窓口について

見出し

アドレス

代表

直通

■治験に参加していない、地域の医療機関向けの問い合わせ窓口について

見出し

アドレス

代表

直通

相談支援センターが窓口となっている

2

窓口の名称 治験管理室

上記の窓口の説明が掲載されているページ
　※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

045-711-2351 （内線）

治験専用の窓口がある

治験管理室

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/department/clinicaltrial_management/introduction.html

電話

1

窓口の名称 治験管理室

上記の窓口の説明が掲載されているページ
　※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

2576

045-711-2351 （内線）

治験管理室

治験専用の窓口がある

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/department/clinicaltrial_management/introduction.html

電話
045-711-2351 （内線）

2

窓口の名称 小児がん相談支援室

上記の窓口の説明が掲載されているページ
　※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

小児がんセンター

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/shounigancenter/support/consultation.html

電話
3136

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/shounigancenter/support/consultation.html

電話
（内線） 3136

相談支援センターが窓口となっている

045-711-2351

2576

1

窓口の名称 小児がん相談支援室

上記の窓口の説明が掲載されているページ
　※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーしてください

小児がんセンター
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入力済

病院名：

時期・期間：

①院内の見やすい場所に掲示している はい （はい／いいえ）

②院内誌、チラシ等で広報している はい （はい／いいえ）

③ホームページに掲載している はい （はい／いいえ）

④ホームページに掲載している場合、該当するページのアドレスを記載してください

⑤地域の広報誌等で広報している いいえ （はい／いいえ）

⑥その他の方法で掲載している いいえ （はい／いいえ）

⑦その他の方法がある場合、内容を記載してください

PDCAを使って改善することを想定している課題（いくつでも可）

例）

1

2

3

4

5

課題の内容

小児・AYA世代患者の
発達支援
および教育環境など
の療養生活の質の向
上

教育課程によらず、切れ目のない教育支援についてICT等の活用、
及び発達段階に沿った療養支援やきょうだい支援が多職種連携に基
づき適切に行われる体制を構築する。

AYA世代を中心とした
長期フォローアップ、
移行期支援の充実

妊孕性、アピアランス、晩期合併症などAYA世代小児がん経験者特
有の課題に対する支援や、がん診療連携拠点病院等とも連携し移行
期支援体制の整備を図る。

目標

患者満足度の向上 退院患者の80％が入院治療環境に満足する

患者満足度の向上
入院・外来患者共に満足度100％を目指し、スタッフの質の向上や設
備の改善が行われる。

医療の質の継続的な評価改善の取組について

記載の有無：入力済／未入力あり

■自施設の診療機能や診療実績、地域連携に関する実績や活動状況の他、患者QOLについて把握・評価し、課題認識を院内の関係者で共有した上で、組織的な改
善策を講じる体制について、地域に対して行っている情報提供を記載してください。

令和６年９月１日現在

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

■自施設の診療機能や診療実績、地域連携に関する実績や活動状況の他、患者QOLについて把握・評価し、課題認識を院内の関係者で共有した上で、組織的な改
善策を講じる体制について、必要に応じて図表などを活用し、具体的に記載すること。

年1回程度、患者（家族）満足度調査を行い、患者の意見への対応(改善)状況を把握する。

未就学児の発達支援の状況や、院内の養護学校および私立校などで転校せずに学習を継続してい
る患者や、高校生以上の学習支援の実態やきょうだい支援についての現状について年1回程度聞き
取り調査で把握する。
県立高校支援制度の利用状況について,地域の小児がん医療協議会を通して把握する。

https://kcmc.kanagawa-pho.jp/
http://kcmc.kanagawa-pho.jp/shounigancenter/index.html

地域の小児がん医療協議会および相談支援部会を通じて、妊孕性温存の提示と実施状況の現状の
把握を行う。成人診療科への移行の実施状況を年1回評価する。

年1回ガイドラインの確認、全国規模の臨床研究への参加数を確認する。

啓発イベントへの参加状況とアンケート調査を行う。

3カ月おきに日を設定して患者アンケートを行う。

目標達成の検証方法（データ源）

小児がんに関する一
般市民への啓発

一般市民が小児がんや小児がんの患者に関心を持ち、理解を深め
る。

多科連携による標準
的治療の提供

ガイドラインに基づいた診療や、全国規模の臨床研究による治療を
適格性のある患者（家族）に提示する。
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上記の目標に向けた活動計画の予定(未定の場合には、未定と記入）

1

2

3

4

5

このシートに貼付することが難しい場合、ファイル名の頭に別紙14を付けた電子ファイル、別添資料を提出すること。

別添資料の提出有無 なし （あり／なし）

ファイル形式 （ワード／エクセル／パワーポイント／その他）

その他の場合ファイル形式を記載してください。

毎年のアンケート調査の実施と調査結果に基づき、改善策を立てる。

小児・AYA世代患者の学習支援やきょうだい支援における現状での問題を抽出し、多職種や行政・教育等と連携し解決する。

AYA世代のニーズ調査の実施。がん診療連携拠点病院などとの移行期連携を強化し、各課題における切れ目のない支援の充実に向けて取り組む。

院内全体での多科連携による小児がん診療の実施を目指した医療スタッフへの啓発活動を行う。

啓発イベントの定期開催を継続する。社会情勢に合わせてオンラインも活用して開催する。
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入力済

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日現在

●医療に係る安全管理を行う部門の名称、メンバーについて記載すること。個人情報を記載しないよう注意すること。

医療に係る安全管理を行う部門の名称

医療に係る安全管理を行う部門のメンバー

研修主催者名 修了日

1 部門長 医師 常勤 その他 神奈川県立保健福祉大学実践教育センター 2019年2月

2 医師 常勤 その他 医療の質・安全学会 2021年12月

3 薬剤師 常勤 専任（5割以上8割未満） セコム医療システム 2019年3月

4 看護師 常勤 専従（8割以上） 全国自治体病院協議会 2020年2月

5 看護師 常勤 その他 神奈川県立保健福祉大学実践教育センター 2019年2月

6 看護師 常勤 その他 神奈川県立保健福祉大学実践教育センター 2019年2月

7 その他 常勤 その他 年　月

8 その他 常勤 その他 年　月

9 その他 常勤 その他 年　月

10 年　月

医療安全体制

記載の有無：入力済／未入力あり

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

医療安全推進室

医療安全管理者養成研修

注1）研修医は除いてください。

注2）常勤とは、当該医療機関が定める1週間の就業時間のすべてを勤務している者をいいます。ただし、当該医療機関が定める就業時間が32時間に満たない場合は常勤とみなしま
せん。（「医療法第21条の規定に基づく人員の算出に当たっての取扱い等について」（平成10年6月26日付け健政発第777号・医薬発第574号、厚生省健康政策局長・医薬安全局長連
名通知）の別添「常勤医師等の取扱いについて」を参照）

注3）「専従」および「専任」とは、当該医療機関における当該診療従事者が「専従」については「８割以上」、「専任」については「５割以上」、当該業務に従事している者をいいます。
　　　「その他」については、「5割未満」の場合に選択してください。

注4)「医療安全管理者の業務指針および養成のための研修プログラム作成指針」（平成19年３月30日付け医政発0330019号厚生労働省医政局長通知及び薬食発第0330009号厚生
労働省医薬食品局長通知）に基づく研修を想定しています。

職種（注１） 常勤/非常勤（注２）
専従/専任/
その他（注３）

医療安全に関する研修の受講状況（注４）

受講した研修名

医療安全管理者養成研修

医療安全管理者養成研修会

医療安全管理者養成講座

医療安全管理者養成研修会

医療安全管理者養成研修
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11 年　月

12 年　月

13 年　月

14 年　月

15 年　月

16 年　月

17 年　月

18 年　月

19 年　月

20 年　月

●医療安全のための患者窓口

直通

代表 （内線） 5172045-711-2351
電話

窓口の名称 医療安全推進室
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記載の有無：未充足あり／不要 不要

病院名：

時期・期間： 令和６年９月１日時点

通し番号
※自動反映

令和６年９月１日時点で満たせていない要件
※自動反映

現状の説明

例 68 小児がんの放射線療法に携わる専門的な知識および技能を有する医師の人数。 〇月〇日付けで該当医師が退職し、９月１日時点で配置できていない状況である。

例 111
放射線療法に関する機器を設置すること。ただし、当該機器は、リニアックなど、体
外照射を行うための機器であること。

９月１日時点で、リニアックを導入していない。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

令和○年○月○日に、該当医師を新規採用予定である。

令和○年○月○日に、リニアックを導入し、放射線療法を開始予定である。

様式3（病院機能）の該当指定要件のAのうち満たしていない項目について

地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター

※様式3（病院機能）の該当指定要件のAのうち満たしていない項目について、満たしていない項目とその理由と今後の見通し等について具体的に記載してください。
※通し番号については、様式3（病院機能）シートのL列の番号を記入してください。
※令和６年９月２日以降に、要件の充足状況に変動があった場合には、別途、文書で厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課へ届け出てください。
※右上について、最初は「不要」と表示されます。様式3（病院機能）を入力後に、上部にある「様式3（病院機能）シートの入力後、クリックしてください。」ボタンを押下ください。未充足要件が抽出されます。

充足見込み時期
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